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■　社　　　　名 有限会社　柳井コレクト・サービス

■　代　表　者 代表取締役　髙津　弘治

■　所　在　地

人 24

内建設業売上高

■　法人設立年月日

370

500万円
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会 社 概 要

山口県柳井市南浜四丁目1番23号

■　環境管理責任者
氏 名

連 絡 先

西本　久美子

ＴＥＬ：0820-22-9430　　　ＦＡＸ：0820-22-2032

件 126

活動規模 単位 2023年度

総売上高 百万円

■　資　本　金

昭和55年11月5日

百万円

■　事業の規模

解体件数

E-mail



環境経営の継続的改善を宣誓します。

③整理・整頓・清潔・清掃・しつけを全社員が取り組み、環境経営を向上させるよう努め
ます。

④会社周辺及び地域の美化に積極的に全社員で取組み、地域に貢献できるよう努め
ます。

2.

4.

1.

2009年6月9日

行動指針

山に囲まれ、漁業資源豊富な瀬戸内海に面した場所で、廃棄物の処理業を営む
有限会社　柳井コレクト・サービス　は、地球の環境保全を適切に推進するために、
エコアクション21に基づく環境経営システムを確立し、地域社会に貢献できる事業を
行政機関と連携して、取り組みます。

環　境　経　営　方　針

最終改訂

有限会社　柳井コレクト・サービス

環境への取組みとして、特に次の事項に取組みます。

②廃棄物削減とリサイクル化を促進し利益を向上させるように努めます。

3.

環境経営システムの内容を、全社員に周知徹底し、環境に対する意識の向上に努めます。

理　　念

環境経営に積極的に取り組み、社内電力、化石燃料、上水の使用を抑え、
環境負荷の低減と無駄な経費の出費の削減に取り組みます。

環境に関する法律・規則、交通規則を遵守します。

①地球温暖化防止のための行動として、節電、エコドライブ、節水、紙類の削減をし、
経費節減に努めます。

   代表取締役   髙津　弘治            　     
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2024年5月1日



　

事務局

環境経営システムに関する役割・責任・権限

役　　　　職

環
境
管
理
責
任
者

役割・責任・権限

　組　織　図　　・　管　理　体　制

土木工事部
6名

全体統括・環境方針及び環境目標設定・全体の評価と見直し
資金の用意・実施体制の構築

代
表
取
締
役

産業廃棄物中間処理部
1名

中間処理（選別・圧縮）
産業廃棄物処理部門

4

環境目標達成の為の計画の実施の責任者
従業員への周知

代表取締役

環境管理責任者

各部門担当者

解体業部門
6名

産業廃棄物
収集運搬部門

3名

事　　　　務
5　　名

特別管理産業廃棄物
収集運搬部門

1名

環
境
管
理
委
員
会

廃棄物収集運搬部
11名

一般廃棄物
収集運搬部門

7名

環境経営システムの構築・実施・管理・代表者への報告
各部門担当者との連絡
環境目標達成の為の施策・訓練・教育計画の作成

全体事務・文書作成・データ管理



※特別管理産業廃棄物収集運搬業

※産業廃棄物処理業（中間処理）

　特別管理産業廃棄物収集運搬業
　産業廃棄物処理業（中間処理）
　建設業（解体工事業）

《　一般廃棄物収集運搬業　》

《　産業廃棄物収集運搬業　》

《　特別管理産業廃棄物収集運搬業　》

事業計画

許 可 年 月 日 平成30年9月20日

事業の範囲

　事業の区分

　産業廃棄物の種類
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許可番号

事業計画

※一般廃棄物収集運搬業

事務所
活動

山口県柳井市南浜4丁目1番23号
　一般廃棄物収集運搬業

許 可 内 容

主に、建設現場・工場などから排出される産業廃棄物を収集し、処分場に搬入する。

事業の範囲

事業計画

廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、感染性廃棄物、廃石綿等、燃え殻、汚泥、ばいじん以上8種類
　事業の区分

主に、医療機関から排出される特別管理産業廃棄物を収集し、処分場に搬入する。

柳井市内全域の一般廃棄物を収集し、焼却場と不燃物処理場に、それぞれ運搬する。

令和7年9月19日
　第　03512003846　号

積替え又は保管を含む

事業の範囲 　一般廃棄物

積替え又は保管を含む

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を除く。）・陶磁器くず（自動車等
破砕物を除く。以上3種類）、動植物性残渣、鉱さい、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶ
ﾘ、紙くず、木くず、繊維くず、ｺﾞﾑくず、がれき類、ばいじん（これらは、石綿含有産業廃棄
物、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等であるものを含み、特別管理産
業廃棄物であるものを除く。）以上16種類

許可番号

事  業  内  容

認証・登録の対象組織・活動

※産業廃棄物収集運搬業

事業の区域

令和8年3月31日
許可番号

※建設業（とび・土工工事業　土木工事業　解体工事業）

　指令柳市環第26-1号
許可の有効年月日
許 可 年 月 日

　産業廃棄物収集運搬業

有限会社　柳井コレクト・サービス登録組織名

　柳井市全域

令和6年6月3日

　特別管理産業廃棄物の種類

　第　03562003846　号
許 可 年 月 日 令和4年6月23日
許可の有効年月日 令和11年6月22日

許可の有効年月日



《　産業廃棄物処分業　》

：

：

《　建設業　》

事業の範囲

産業廃棄物の種類
圧 縮 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を除く。）・

陶磁器くず（自動車等破砕物を除く。以上3種類）、紙くず、木くず、繊
維くず　以上6種類

選 別 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を除く。）・
陶磁器くず（自動車等破砕物を除く。以上3種類）、紙くず、木くず、繊
維くず、がれき類　以上7種類

事業の区分

　第　03522003846　号

中間処理（圧縮、選別）

事業計画
解体現場や工事現場から発生した廃棄物の処理を受託し、選別及び圧縮処理を行いリサイ
クル業者や中間処理業者、最終処分業者へ搬入する。

令和10年11月30日
許 可 年 月 日
許可の有効年月日

許可番号
令和6年1月30日

許可番号
許可の有効年月日
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令和　10年　8月27日

事業の範囲

般―5　第　17632　号
許 可 年 月 日 令和　5年　8月28日

とび・土工工事業   ・ 土木工事業　・解体工事業



《　運搬車両　》

《　積替保管施設　》

保管上限

軽バン 3台
0.25

山口県柳井市南浜四丁目675番地5

面積

積み上げ高さ 屋内にて保管を行う

特別管理
産業廃棄物

の種類
廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃石綿等、燃え殻、汚泥、ばいじん　以上7種類

2.5ｔ

460.3㎡

1台3.0ｔ

1ｔ車 1台

感染性産業廃棄物

7

面積 12.96㎡

保管上限 30㎥

積み上げ高さ 2.36ｍ

特別管理
産業廃棄物

の種類

2台

1台

　所　在　地

2台

1台

3ｔ車

2台

3t車

 　施　　  設

4台
4ｔ車

1台

3ｔ車

2台
3ｔ車

10ｔ車 1台
8ｔ車 1台5台

2ｔ車 2台

車両の種類 台数

ドライバン

0.20

台数

集塵車

43.2㎥

産業廃棄物
の種類

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を除く。）・陶磁器くず（自動車等破砕物を除く。以上3
種類）、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、紙くず、木くず・繊維くず、ばいじん（これらは、水銀特別管理産業
廃棄物、水銀含有ばいじん等であるものを含み、石綿含有産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを
除く。）以上12種類

130㎡

488.35㎥

3.1ｍ積み上げ高さ

4ｔ車

2台

リフト

1台

脱着式コンテナ車

軽ダンプ・軽トラック車

ダンプ
ユニック車

バックフォー

保管上限

積み上げ高さ 2ｍ

19.34474㎥

面積 21.6㎡

4ｔ車
10ｔ車

1台

産業廃棄物
の種類

7.5ｔ車

車両の種類

保管上限

面積

2台

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を除く。）・陶磁器くず（自動車等破砕物を除く。以上3
種類）、ｺﾞﾑくず、がれき類（これらは、石綿含有産業廃棄物であるものを含み、水銀特別管理産業廃棄物、水銀
含有ばいじん等及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。）以上5種類

2ｔ車
1台



《　処理施設　》

リサイクル業者
中間処理業者

プレッシャーによりプレス盤が下がり圧縮処理方法

廃棄物の種類

処理工程図

圧　　縮

売　　却

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を除
く。）・陶磁器くず、がれき類

廃棄物を投入

残　　物
（がれき類）

最終処分場

廃棄物を投入
（作業台）

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（軟質）、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（硬質）、木くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝ
ｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず、繊維くず、紙くず

圧縮梱包機
売却

処理能力 4.95ｔ／日（8時間）

種類

中間処理業者

8

中間処理（選別）

廃棄物の種類
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を除
く。）・陶磁器くず、がれき類

ベルトコンベヤー

処理方法

種類 中間処理（圧縮）

処理能力 15.08ｔ／日（8時間）

磁選機
（金属くず）

作業テーブルよりベルトコンベヤーに進み選別

施設

処理工程図

ベルトコンベアヤー（作業員にて選別）

施設

リサイクル業者

縦型圧縮梱包機



産業廃棄物収集運搬量

運搬距離・廃棄物の種類等により異なるので、見積による。

・・・ 廃棄物の種類等により異なる。

処 理 実 績

ｔ

※　処分料金

ｔ59.25

609　資源ごみ

処 理 料 金

※　収集運搬料金

・・・

9

・・・

％

受託した廃棄物の中間処理量

510.89 ｔ

別途見積りによる。

ｔ

特別管理産業廃棄物収集運搬量

一般廃棄物収集運搬量

・・・

ｔ

受託した廃棄物のリサイクル量

受託した廃棄物の収集運搬量

ｔ

6,163.50

59.25

12,168.39 ｔ

5,875.43

排出した廃棄物のリサイクル量

ｔ

4,885.00

距離・量などにより異なるため、見積による。

100.00 ％

排出した廃棄物のリサイクル率

建設業からの廃棄物の排出量

受託した廃棄物のリサイクル率

5,772.81

98.25

ｔ

産業廃棄物

51%

特別管理産業廃棄物

4%

一般廃棄物

40%

資源ごみ

5%

収集運搬量の割合

リサイクルした…

最終処分したもの

0%

中間処理後廃棄物の割合

リサイクルしたもの

98%

最終処分したもの

2%

建設業からの廃棄物の割合



環境負荷の状況

5,258.16

5,950.62

513.00

当社の事業活動に伴う過去3年間の環境負荷の状況は、以下の通りである。

総排水量 596.50

4,626.24t

4,624.98

t

543.50

10

1.29一般廃棄物 1.26 1.29

※　軽油・ガソリンは収集運搬量で数値が変わるので、収集運搬量（　㎏-CO2/t　）に対しての数値と実質数値の両方で比較することとする。
※　2023年度購入電力量に対する調整後排出係数(0.0000511-CO2/kwh)は2023年度のものを適用している。
※　産業廃棄物排出量には当社にて中間処理し処分場に排出した物も含まれる。

㎏-CO2

13,791.79

969.21 870.27

年　　　度 2023年度

二酸化炭素排出量
（収集運搬）

二酸化炭素排出量
（建設業）

241,853.56

2022年度単　　位

12,016.17

300,270.30

46,196.84

㎥

産業廃棄物 t 5,256.87

二酸化炭素排出量

265,880.46㎏-CO2

326,991.24

㎏-CO2 46,571.58

購入電力量

26,377.64

277,475.09

廃棄物排出量

その他化石燃料

5,951.91

203.73

㎏-CO2

㎏-CO2

236,435.41

13,569.97
軽

油

・

ガ

ソ

リ

ン

2021年度

0

100,000

200,000

300,000

400,000

2021年度 2022年度 2023年度

ＣＯ2排出量（kg-CO2)

廃棄物処理業から 建設業から

0.00

2000.00

4000.00

6000.00

8000.00

2021年度 2022年度 2023年度

廃棄物排出量（ｔ）

廃棄物処理業から 建設業から

0.00

500.00

1000.00

2021年度 2022年度 2023年度

排水量

上水 雨水
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2023年度

解体からの廃棄物のリサイクル率は90％以上を目標とする。

㎞/L ×

5.02
5.22
4.02
3.42
4.97
5.37
4.30

3.69

平
均

会社周辺及び美化活動に取組む。

5311

単　　位
目　　標

美化活動 回1212

基準値
(2022年実績）

単　　位 取組結果
2023年度
実　　績

2024年度 2025年度

収集運搬車の燃費を管理し、燃費の向上(維持）を目標とする。

毎月平日の最終営業日に会社周辺の清掃活動を行なう。

項　　目

燃費の向上と二酸化炭素排出量の削減

4ｔ

4.50 4.50

目　　標

3ｔ
539 3ｔ
5312 3ｔ

3.95

2ｔ
9702 2ｔ
8255 3ｔ
533 3ｔ

768.00

○

上水使用量

○17.00

回12.00美化活動

522.00

21.50

目　　標

環境目標及び実績並びに取組結果

②

①

中期環境目標

廃棄物のリサイクル率の向上

車両ごとの走行距離と燃料の使用量を把握する。

③

2026年度

塵芥車の燃費 4.50 ㎞/L

解体排出物の
リサイクル率

○
㎥

○

％90

塵芥車の平均燃費の向上、廃棄物のリサイクル率の向上、上水使用量の削減並びに雨水使用料の増加、美化活
動の実施を目標とした。
取組結果は以下のとおりである。

90 90

ｔ

○
ｔ

538

リサイクル率 100.00

―

95.0095.00

産廃

解体 ―
98.24

5,875.43

塵
芥
車
の
種
類

5313

％

目　　標
項　　目

中間処理
％

59.25

6.52

平
均4.74

4.45
4.12

2.47

90.00
―

90.00
―

リサイクル率

4.42

5.33
3.79

4.52 4.60

雨水使用量

768.00

14.40

12.00 12.00

11



2023年度の取り組み

0

事務所の照明をLEDに替えた

3ｔダンプを購入した

2tダンプを3ｔダンプに買い替えた。
燃費向上10％達成車であり燃費の
向上に期待する。

12



（5）来年度の環境活動計画

取組
結果

取り組みの評価

・必要以上に水を使用しないよう、節水に
努める。

768㎥

項
目

主要な環境活動計画の内容と取組結果の評価

4.6㎞/L 4.42㎞/L

実績目標

缶・ビン選別後の機械・選別場の清
掃には、雨水を優先的に使用できて
いる。

○

522㎥

17㎥

・蛇口の閉め忘れのないようにする。

廃
棄
物
リ
サ
イ

ク
ル
の
促
進

・産業廃棄物は分別を徹底し、リサイクル
化に努める。

解体リサイクル率

13

会
社
周
辺
及
び

地
域
の
美
化
活
動

・会社周辺の清掃活動を行う。 業務が早く終了した時等は、自発的に会社周辺の清掃を行って
いる。
月1回の会社周辺の美化活動にも取り組むことができた。

上
水
使
用
量
の

削
減

雨水

・排水枡の清掃（年2回） 定期的に排水枡の清掃を行っている。

○

車両の燃料の効率化（燃費の向上）を中心に取組みを進めていく。
産業廃棄物の排出量は解体件数により増減するためリサイクル率を重点におく。
解体のリサイクル率は95％以上を、中間処理のリサイクル率は90％以上を目標とする。
会社周辺の清掃活動を月1回実施する。

14,918

○
95%

解体工事で排出された廃棄物は全て分別
リサイクルし再資源化に努めており、リサ
イクル率は前年度より向上している。

中間処理リサイクル率

90% 100％

上水 上水

21.5㎥

事業所全体で節水の取り組みがで
きている。

中間処理は軟質ﾌﾟﾗの圧縮と選別のみ
行っている為、リサイクル率は向上してい
る。

98.24%

○

解体リサイクル率

中間処理リサイクル率

・車の洗車や清掃をする場合は、手元で
開閉できるノズルを使用する。

雨水

3ｔ 22,146

走行距離合計（㎞） 給油量（Ｌ）

2ｔ 1,135

539

5312 4678.573ｔ 19,493

4360.65

4873.00

19,290

4126.79

538

3ｔ 4,297 1069.35

4528.86

4737.02

走行距離合計（㎞） 平均

4.42
㎞/L

19,011 4011.80

給油量（Ｌ）

10,280 1557.12

21,666

1,391 367.40

17,599 4452.01

24,558 4611.81

塵
芥
車
の
燃
費
の
向
上

5313

9702

8255

533

11,6885311

6451

平均

4ｔ 11,652 3154.70

4ｔ 94 20.00

塵芥車の種類

18,920

226.00

2ｔ 28,375 5431.71

2022年度 2023年度

・収集運搬車（初年度は塵芥車から）の燃費
を管理し、燃費の向上を目標とする。

・車両ごとの走行距離と燃料の使用量を把握
する。

環境活動計画

×

まずは塵芥車の燃費計算から始めた。
担当者に取り組み内容をを説明し走行距
離を記録した。
結果として燃費は上がらなかったが、各自
の意識づけにはなったと思う。

4.52
㎞/L

3ｔ 3803.17

3ｔ



2023年度は運搬車両の燃費の向上を目標とした。
塵芥車から管理を始めたが、思った程改善できないと感じている。
古い車、移動距離、廃棄物の量など色々条件も違い一括りに考えるのは難しいかもしれ
ないが、少しでも効率の良い運搬ができるよう改善していきたい。
車の入替やメンテナンス、収集ルートの見直しも含め取り組んでいく。

14

代表取締役 　髙津　弘治

環境関連法規への違反、訴訟等の有無

全体の評価と見直し

※事務所の照明をLEDに替えた。
長年懸案であった事務所の照明をLEDに替えた。
事務所が想像以上に明るくなり好評である。
リフォームした所は全てLEDに変更したので、残りの照明も順々にLED化を目指す。

フロン排出抑制法 ○
浄化槽法 ○

今年度、環境関連法規は遵守できており、環境に関する苦情、訴訟等は無かった。

環境関連法規 遵守
廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ○

建設リサイクル法 ○
大気汚染防止法 ○


